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施
行
日　
　

平
成
27
年
４
月
１
日

○
南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
遺
児

等
支
援
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

支
給
対
象
者
の
要
件
等
を
明
確

に
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⑴
支
給
対
象
者
の
要
件
の
明
確
化

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
災
害

弔
慰
金
の
支
給
対
象
と
な
っ
た
遺

族
の
う
ち
、
両
親
又
は
そ
の
一
方

を
亡
く
し
た
も
の
。

⑵
支
給
対
象
者
の
要
件
に
、
震
災

時
に
胎
児
で
あ
っ
た
も
の
を
追
加

　

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
胎

児
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る
両
親

の
う
ち
、
父
親
を
亡
く
し
た
も
の
。

施
行
日　
　

公
布
の
日

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
244

条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⑴
施
設
及
び
指
定
管
理
者
の
名
称

・
南
相
馬
市
小
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

株
式
会
社　

東
武
（
原
町
区
）

・
南
相
馬
市
原
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

株
式
会
社　

東
武
（
原
町
区
）

・
南
相
馬
市
鹿
島
第
１
・
第
２
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
南
相
馬
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
原
町
区
）

●
指
定
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
。

⑵
施
設
及
び
指
定
管
理
者
の
名
称

・
か
し
ま
交
流
セ
ン
タ
ー

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
し
ま
元

気
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
鹿
島
区
）

・
南
相
馬
市
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利

活
用
拠
点
施
設

　
　
株
式
会
社
野
馬
追
の
里（
原
町
区
）

・
南
相
馬
市
漁
船
保
全
修
理
施
設

　
　
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
（
相
馬
市
）

・
南
相
馬
市
屋
内
市
民
プ
ー
ル

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
南
相
馬
（
原
町
区
）

●
指
定
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
。

○
南
相
馬
市
行
政
嘱
託
員
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

防
災
集
団
移
転
等
に
よ
り
、
居

住
世
帯
が
大
幅
に
増
加
す
る
行
政

区
に
つ
い
て
、
新
た
に
行
政
嘱
託

員
を
配
置
す
る
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

【
主
な
内
容
】

⑴
鹿
島
区
三
里
及
び
西
川
原
団
地

の
経
過
等

・
改
正
内
容

⑵
原
町
区
小
川
町
の
経
過
等

・
改
正
内
容

定
例
会　

第
７
回
臨
時
会

1212月議会月議会
【第８回定例会】【第８回定例会】
　12月議会は 12月１日から12月 22日まで　12月議会は 12月１日から12月 22日まで
の22日間行われ、議案41件（条例関係8件、の 22日間行われ、議案41件（条例関係8件、
予算関係13件、人事関係11件、その他9件）予算関係13件、人事関係11件、その他9件）
報告１件を審議し、報告１件を審議し、原案通り可決しました。原案通り可決しました。

条
例
制
定
関
係

南相馬市改選議会始ま るる！！　復興から発展へ　復興から発展へ
改
正
後

改
正
前

寺　

内

寺　

内

三　

里

西
川
原
団
地

改
正
後

改
正
前

小
川
町
一

小
川
町

小
川
町
二

○
南
相
馬
市
基
本
構
想
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

南
相
馬
市
基
本
構
想
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
南
相
馬
市
議
会

の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

１
．
目
指
す
将
来
像

・
10
年
後
の
将
来
像

・
目
指
す「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」

・
基
本
指
針

２
．
土
地
利
用
の
基
本
的
な
考
え
方

・
土
地
利
用
の
基
本
理
念

・
土
地
利
用
の
基
本
方
針

　

以
上
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
取
得
の
目
的

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
移

転
促
進
区
域
（
北
萱
浜
地
区
）

合
計
８
筆　

８
千
390
・
01
㎡

・
取
得
予
定
価
格　

２
千
131
万
３
千
円

・
取
得
の
方
法　

随
意
契
約

・
取
得
の
目
的

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
移

転
促
進
区
域
（
北
萱
浜
地
区
）

合
計
８
筆　

７
千
803
・
03
㎡

・
取
得
予
定
価
格　

２
千
65
万
７
千
円

・
取
得
の
方
法　

随
意
契
約

・
取
得
の
目
的

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
移

転
促
進
区
域
（
萱
浜
地
区
）

合
計
８
筆　

５
千
676
・
82
㎡

・
取
得
予
定
価
格　

２
千
102
万
３
千
円

・
取
得
の
方
法　

随
意
契
約

・
取
得
の
目
的

　

小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

・
取
得
す
る
動
産

サ
ー
バ
ー
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ

・
取
得
予
定
価
格　

２
億
520
万
円

・
取
得
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
取
得
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社　
大
一
事
務
機

（
原
町
区
）

第
７
回
臨
時
会
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南相馬市改選議会始ま る南相馬市改選議会始ま ！　復興から発展へ

意 見 書
原発事故による避難者に対する高速道路無料措置の延長及び対象者の拡大を求める意見書

東日本大震災・原発事故被災者に対する国民健康保険税、介護保険料の減免及び一部負担金等の
免除に対する支援の継続を求める意見書

⑴　市民が安心して生活できる環境が整備されるまでの間、高速道路無料措置の延長を行うこと。
⑵　同一市内における30㎞圏外地域においても、他の地域と同様の無料化措置が受けられるよう、対象範囲を拡大すること。
　以上、意見書を提出いたします。

　本市では、事故原発からの直線距離により複雑に避難指示区域等が設定されましたが、そのことによって同じ市民・被災者
でありながらも一部負担金等の免除は受けられず、このことが市民の間に不公平感をもたらし、地域コミュニティーの形成を
困難としています。
　国民健康保険税、介護保険料の減免及び一部負担金の免除については、これまでも多大な支援をいただいてきたところで
はありますが、被災者の置かれている状況にかんがみ、支援の継続と全市一律の減免・免除に向けてさらなる拡充を強く求め、
意見書を提出いたします。

平成２６年１２月２２日　　　福島県南相馬市議会議長　平田　　武　　　　内閣総理大臣　様／国土交通大臣　様／復興大臣　様

平成２６年１２月２２日　　　福島県南相馬市議会議長　平田　　武
内閣総理大臣　様／総務大臣　様／財務大臣　様／厚生労働大臣　様／復興大臣　様

議案番号 件　　　　名 議決状況

２ 広報特別委員会の設置について 原案可決

３ 原発事故による避難者に対する高速道路無料措
置の延長及び対象者の拡大を求める意見書 原案可決

議案番号 件　　　　名 議決状況

４
東日本大震災・原発事故被災者に対する国民健
康保険税、介護保険料の減免及び一部負担金の
免除に対する支援の継続を求める意見書

原案可決

５ 東日本大震災・原子力災害復旧復興調査特別委
員会の設置について 原案可決

議員提出議案・意見書

12月補正予算の概要（主な事業）
一般会計補正予算の概要
⑴補正予算の規模
　歳入については、国・県支出金、震災復興特別交付税、
市債などを計上した。
　この結果、補正額 68 億 3,057 万円を追加し、補正後
の一般会計歳入歳出総額が 1,321 億 6,590 万円となった。
⑵主な補正内容
市民生活再建に向けた取り組み

　○農地除染事業（放射線量低減のため、除染計画に
　　基づく農地の除染を実施） 40 億 8,000 万円
生産年齢人口の回復に向けた取り組み

　○平成27年 4月に原町あずま保育園を再開するための準備経費
　　 1,034 万円
　○子育て環境の充実を図るため、私立幼稚園在園児の保護者に対し
　　 入園料及び授業料・保育料の保護者負担額を助成 710 万円

高齢化に向けた取り組み

　○南相馬市鹿島区不採算地区公的病院等運営費補助金
 1,710 万円

避難指示区域の再生に向けた取り組み

　○小高区の歴史、風土や地域資源を活用したまちづくりを
　　検討する組織に補助 73 万円

地域の活力の創造に向けた取り組み

　○農業担い手経営革新支援事業補助金（鹿島区） 350 万円
　○大町地区の賑わい創出のため、災害公営住宅近隣に商業用
　　 共同店舗を建設するための実施設計業務等 1,038 万円

　○南相馬鹿島スマートインターチェンジ開通式典等
　 492 万円

その他緊急的対応（台風 19号被災関係）

○は新規事業新

帰還に向けた取り組み

地場産業の活性化

交流拡大

新

新

新

子育て支援

月
補
正
予
算
の
概
要

議
員
提
出
議
案
・
意
見
書
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